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十
月
の
定
例
議
員
会
・
正
副
部
会

長
会
議
に
併
せ
て
、
建
設
中
の
駅
前

交
流
プ
ラ
ザ
「
よ
ろ
ー
な
」
の
視
察

を
行
い
ま
し
た
。 

四
月
オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
進
め
ら

れ
て
い
る
建
設
工
事
も
、
外
観
は
ほ

ぼ
完
成
し
、
内
装
工
事
が
進
ん
で
い

る
中
、
新
事
務
所
ス
ペ
ー
ス
の
確
認

を
行
い
ま
し
た
。 

入
居
に
当
た
り
賑
わ
い
づ
く
り
に 

と
二
三
〇
〇
万
円
の
負

担
申
し
出
を
市
に
対
し

行
い
ま
し
た
が
、
こ
の
資

金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
会

館
建
設
資
金
と
し
て
積

立
を
行
っ
て
い
た
資
金

よ
り
捻
出
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
特
別
会
費
等

新
た
に
負
担
が
か
か
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

尚
、
駅
前
移
転
に
伴
い
、

現
商
工
会
館
の
あ
り
方

に
つ
い
て
も
検
討
が
な

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ

の
地
区
の
振
興
に
つ
な

が
る
よ
う
な
提
案
等
あ

り
ま
し
た
ら
、
事
務
局
へ

お
知
ら
せ
下
さ
い
。 

 

名
寄
商
工
会
議
所 

簡

易
Ｈ
Ｐ
作
成
シ
ス
テ
ム

は
、
あ
ら
か
じ
め
用
意
さ

れ
て
い
る
テ
ン
プ
レ
ー

ト
を
元
に
し
て
、
一
ペ
ー

ジ
形
式
の
簡
易
的
な
Ｈ

Ｐ
を
作
成
で
き
ま
す
。 

・
名
寄
市
内
で
活
動
し
て

い
る
事
業
所
や
各
種
団

体
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で

も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。 

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

管
理
ペ
ー
ジ
か
ら
文
章

や
写
真
を
登
録
す
る
だ

け
で
編
集
で
き
ま
す
の

で
、
Ｈ
Ｐ
作
成
の
知
識
は

不
要
で
す
。 

・
パ
ソ
コ
ン
で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
利
用
で
き
れ

ば
、
簡
単
に
Ｈ
Ｐ
を
作
成

可
能
で
す
。 

ご
利
用
の
用
途 

簡
単
に
編
集
で
き
る

Ｈ
Ｐ
と
し
て
、
様
々
な
用

途
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

・
事
業
所
や
各
種
団
体
の

公
式
Ｈ
Ｐ
と
し
て 

・
既
に
運
営
中
の
公
式
Ｈ

Ｐ
に
追
加
し
て
、
手
軽
に

更
新
可
能
な
情
報
掲
載

ペ
ー
ジ
と
し
て 

・
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
な

ど
を
開
催
す
る
際
に
、

期
間
限
定
の
専
用
ペ

ー
ジ
と
し
て 

作
成
内
容 

当
シ
ス
テ
ム
を
利
用

し
て
作
成
で
き
る
Ｈ

Ｐ
は
、
以
下
の
内
容
に
な
り
ま
す
。 

・
１
ペ
ー
ジ
形
式
の
簡
易
Ｈ
Ｐ 

・
既
定
の
デ
ザ
イ
ン
お
よ
び
レ
イ
ア

ウ
ト
か
ら
指
定 

・
制
作
／
更
新
に
Ｈ
Ｐ
制
作
の
知
識

は
一
切
不
要 

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
管
理
ペ
ー

ジ
で
い
つ
で
も
自
由
に
編
集
可
能 

詳
細
は
・
・
会
議
所
Ｈ
Ｐ 

h
t
t
p
:
/
/
c
c
i
.
n
a
y
o
r
o
.
b
i
z
/
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去
る
九
月
三
日
、
日
本
商
工
会
議
所

会
報
「
月
刊
石
垣
」
掲
載
の
為
、
当
所

が
取
材
を
受
け
ま
し
た
。 

 

日
商
広
報
部
、
杉
健
太
郎
氏
よ
り
質

問
を
受
け
、
木
賀
会
頭
が
名
寄
市
の
魅

力
、
商
工
会
議
所
の
取
組
み
等
を
説
明

し
ま
し
た
。 

 

そ
の
他
、
名
寄
ご
当
地
検
定
「
な
よ

け
ん
」
や
、「
な
よ
ろ
ブ
ラ
ン
ド
」
に
つ

い
て
の
特
徴
や
今
後
の
展
開
に
つ
い
て

担
当
者
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
ま
し

た
。 「

月
刊
石
垣
」
は
四
万
五
千
部
発
刊

さ
れ
て
お
り
、
取
材
の
様
子
は
十
一
月

号
の
「
ま
ち
の
解
体
新
書
」
の
コ
ー
ナ

ー
に
掲
載
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

               

     
 

 

九
月
十
五
日
（
土
）
〜
十
七
日
（
月
）

の
三
日
間
、
旭
川
の
買
物
公
園
通
り
に

お
い
て
、
「
北
の
恵
み 

食
べ
マ
ル
シ

ェ
」
が
開
催
さ
れ
、「
㈱
名
寄
給
食
セ
ン

タ
ー
」
「
㈱
喜
信
堂
」
「
Ｓ
ｈ
ｏ
ｐ
ｓ
Ｇ

ａ
ｒ
ｄ
ｅ
ｎ 

千
花
」
「
創
作
キ
ッ
チ
ン

た
ま
さ
ぶ
ろ
う
」
の
四
社
が
参
加
し
、

な
よ
ろ
ブ
ラ
ン
ド
商
品
と
併
せ
て
お
店

の
こ
だ
わ
り
商
品
を
販
売
し
ま
し
た
。 

 

「
北
の
恵
み 

食
べ
マ
ル
シ
ェ
」
は
、

旭
川
の
中
心
市
街
地
活
性
化
と
併
せ
て
、

道
北
地
域
の
食
関
連
産
業
の
振
興
と
販

路
拡
大
を
図
り
、
多
彩
で
豊
か
な
食
の

供
給
基
地
で
あ
る
道
北
地
域
の
特
色
を

全
国
に
向
け
て
発
信
す
る
た
め
に
、
一

昨
年
よ
り
開
催
さ
れ
、
今
年
で
第
三
回

目
と
な
り
ま
す
。 

 

今
年
も 

会
場
に
は 

約
三
百
の 

ブ
ー
ス
が 

並
び
過
去 

最
高
と
な 

る
八
十
四 

万
七
千
人 

の
来
場
者 

数
と
な
り 

道
内
外
よ 

り
多
く
の 

人
が
訪
れ
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。 

    

今
年
度
の
視
察
先
は
、
石
狩
市

「
さ
け
ま
つ
り
」、
小
樽
市
「
小

樽
運
河
プ
ラ
ザ
」、
札
幌
市
「
さ

っ
ぽ
ろ
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
ト
」
、

苫
小
牧
市
「
観
光
案
内
所
」
、

砂
川
市
「
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

ゆ
う
」
の
五
か
所
を
視
察
し
て

き
ま
し
た
。 

 

石
狩
さ
け
ま
つ
り
は
、
今
年

で
四
十
九
回
目
を
迎
え
る
石

狩
三
大
祭
り
の
一
つ
で
、
開
催

二
日
間
の
観
光
入
込
数
は
約

六
万
人
に
の
ぼ
り
、
鮭
つ
か
み
取
り
や
、

千
人
鍋
で
つ
く
る
石
狩
鍋
が
メ
イ
ン
の

イ
ベ
ン
ト
で
長
蛇
の
列
が
で
き
て
い
ま

し
た
。 

小

樽

運
河
プ

ラ
ザ
内

に
は
、

軽
食
喫

茶
コ
ー

ナ
ー
・

観
光
土

産
販
売

所
等
が

あ
り
、
外
国
人
観
光
客
に
は
四
カ
国
語

で
対
応
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
苫
小
牧

観
光
案
内
所
で
は
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事

業
を
行
っ
て
お
り
、
主
に
ビ
ジ
ネ
ス
で

の
利
用
が
多
い
そ
う
で
す
。 

 

さ
っ
ぽ
ろ
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
ト
は
大

通
四
丁
目
〜
八
丁
目
ま
で
の
五
会
場
で

実
施
さ
れ
て
お
り
、
ご
当
地
グ
ル
メ
か

ら
様
々
な
酒
、
イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
で

は
大
道
芸
な
ど
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
名
寄
市
近
郊
か
ら
士
別
や
剣
淵

も
出
店
。
ど
の
会
場
も
大
盛
況
で
し
た
。

最
後
の
砂
川
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ゆ

う
」
に
は
、
こ
れ
か
ら
名
寄
市
が
建
設

予
定
の
大
ホ
ー
ル
が
あ
り
、
可
動
式
の

イ
ス
三
百
席
が
あ
り
、
普
通
の
イ
ス
と

合
わ
せ
る
と
五
百
人
収
容
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
大
小

様
々
な
部
屋
が
数
多
く
あ
り
利
便
性
の

良
い
施
設
で
し
た
。 

 

昭
和
六
十
年
か
ら
開
始
し
て
い
る
緑

化
事
業
。
今
年
度
も
当
所
議
員
を
中
心

に
総
勢
二
十
三
名
で
実
施
し
ま
し
た
。 

今
ま
で
に
桜
百
八
十
八
本
、
ミ
ズ
ナ

ラ
五
十
八
本
を
名
寄
公
園
へ
、
平
成
二

十
一
年
よ
り
サ
ン
ピ
ラ
ー
パ
ー
ク
へ
場

所
を
移
し
ア
ジ
サ
イ
を
九
十
株
植
栽
し

て
き
ま
し
た
。
今
年
も
三
十
株
植
栽
し
、

き
れ
い
な
花
が
咲
く
の
が
楽
し
み
で
す
。 

アジサイ植栽 

石狩さけまつり 
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去
る
九
月
二
十
七
日
〜
二
十
八
日
に
、

当
所
商
業
振
興
委
員
会
と
名
寄
市
商
店

街
連
合
会
合
同
に
よ
る
先
進
商
店
街
視

察
を
実
施
致
し
ま
し
た
。 

 

今
回
の
視
察
に
つ
い
て
は
、
来
年
四

月
駅
横
に
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
す
る
駅
前
交
流
プ

ラ
ザ
「
よ
ろ
ー
な
」
を
中
心
と
し
た
商

店
街
の
賑
わ
い
づ
く
り
や
空
き
店
舗
活

用
な
ど
へ
向
け
、
野
幌
商
店
街
振
興
組

合
（
江
別
市
）
、
石
山
商
店
街
振
興
組
合

（
札
幌
市
）
、
滝
川
商
店
街
振
興
組
合

（
滝
川
市
）
の
三
カ
所
を
訪
れ
、
商
店

街
の
抱
え
る
問
題
点
な
ど
の
現
況
や
、

イ
ベ
ン
ト
等
に
よ
る
賑
わ
い
づ
く
り
へ

の
取
組
み
に
つ
い
て
研
修
し
て
来
ま
し

た
。 

 

商
店
街
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
区

画
整
備
問
題
（
野
幌
）
や
、
ア
ー
ケ
ー

ド
問
題
（
滝
川
）
な
ど
地
域
に
よ
り
あ

り
ま
し
た
が
、
地
域
を
問
わ
ず
同
じ
問

題
点
が
、
大
型
店
の
影
響
や
交
通
の
利

便
性
に
よ

る
商
店
街

利
用
者
の

減
少
、
空

店
舗
の
増

加
で
あ
り
、

市
民
の
方

に
少
し
で

も
商
店
街

へ
足
を
運

ん
で
も
ら

う
為
に
、
商
店
街
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在

が
先
頭
に
立
ち
、
イ
ベ
ン
ト
を
中
心
と

し
た
賑
わ
い
づ
く
り
創
出
へ
取
組
ん
で

い
ま
し
た
。 

 

去
る
十
月
十
八
日
〜
十
九
日
の
両
日
、

当
所
議
員
・
正
副
部
会
長
を
対
象
に
エ

ネ
ル
ギ
ー
関
連
施
設
を
視
察
し
ま
し
た
。 

 

十
八
日
は
原
発
停
止
中
の
泊
発
電
所

を
視
察
し
ま
し
た
。
道
内
の
電
力
供
給

状
況
や
東
日
本
大
震
災
以
後
の
対
応
策

な
ど
の
説
明
を
受
け
た
あ
と
、
３
号
機

を
視
察
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
強
化
が
印

象
に
残
り
ま
し
た
。 

 

十
九
日
は
京
極
町
の
純
揚
水
式
水
力

発
電
所
の
上
部
調
整
池
と
京
極
ダ
ム
の

建
設
現
場
を
視
察
し
て
き
ま
し
た
。 

夜
間
電
力
で
水
を
九
百
ｍ
の
上
部
調
整

池
に
揚
水
し
、
そ
れ
を
落
下
さ
せ
る
こ

と
で
発
電
す
る
と
言
う
大
掛
か
り
な
も

の
で
す
。 

平
成
二
十
六
年
よ
り
発
電
開
始
と
の
こ

と
で
、
安
定
的
に
電
力
供
給
さ
れ
る
こ

と
を
大
い
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。 

交
通
量
調
査
実
施 

郊
外
へ
の
交
通
量
増 

 

今
年
も
九
月
二
十
八
日
と
三
十
日
の

両
日
、
徳
田
地
区
三
ヶ
所
（
左
図
の
●
）

で
交
通
量
調
査
を
実
施
し
、
平
成
二
十

年
か
ら
比
較
し
ま
し
た
。 

 

マ
ル
ハ
ン
前
の
交
通
量
よ
り
名
中
前

の
交
通
量
が
多
く
、
八
号
道
路
が
主
要

道
路
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

 

今
年
は
来
年
駅
横
に
駅
前
交
流
プ
ラ

ザ
が
出
来
る
の
で
、
駅
前
の
六
丁
目
と

大
通
の
交
通
量
も
調
査
し
ま
し
た
。
今

年
初
め
て
調
査
の
た
め
比
較
は
出
来
ま

せ
ん
が
、
六
丁
目
側
は
平
均
七
五
台
、

大
通
側
は
平
均
三
百
台
と
中
心
部
の
流

れ
は
少
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。 
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●経営者の退職金制度  

小規模企業共済 
 
 小規模企業共済制度は、個人事業主（共同
経営者も含む）または会社等の役員の方が事
業をやめられたり、退職されたりした場合に、
生活の安定や事業の再建を図るための資金を
あらかじめ準備しておく共済制度です。 
加入できる方は、常時使用する従業員が２
０人以下(商業・サービス業は５人以下)の個
人事業主および会社の役員となっています。 
 昨年から個人事業主の共同経営者も２人ま
で加入でき、掛金も事業主同様に全額所得控
除の対象となりました。 
 毎月の掛け金は、1,000円～70,000円の範
囲内(500円単位)で自由に選べます。加入後も
掛金月額は増額・減額できます。また、払込
方法も「月払い」「半年払い」「年払い」から
選べます。 
共済金の受け取りは一括・分割・併用の３

タイプ。一括の場合は退職所得、分割の場合
は公的年金等の雑所得扱いとなります。また、
納付した掛金合計額の範囲内で事業資金等の
貸付が受けられます。 
 
●連鎖倒産から守ります  

経営セーフティ共済 
（中小企業倒産防止共済） 

 
 経営セーフティ共済は、取引先事業者が倒
産し、売掛金債権等が回収困難になった場合
に、貸付が受けられる共済制度です。 
 加入できる方は１年以上事業を行っている
中小企業者です。業種ごとに条件が決まって
います。 
制度改正により取引先が私的整理、災害に
よる不渡り、特定非常災害による支払不能に
ついても「倒産」として認められるようにな
りました。 
 掛金月額は、5,000円から20万円の範囲内
(5,000円単位)で自由に選べます。加入後も掛
金月額は増額・減額できます。 
 掛金は、掛金総額が 800万円になるまで積
立てられ、掛金総額が掛金月額の40倍に達し
た後は掛金の掛止めもできます。また、掛金
の前納もできます。 
 共済金の貸付条件は無担保・無保証人・無
利子です。 
 掛金は税法上、損金(法人)または必要経費
(個人事業)に算入できます。 

 
 
 
 
 

●会社の福利厚生に  

生命共済制度 
（福祉団体定期保険） 

  

商工会議所の生命共済制度は、割安の掛金で幅広

い保障が得られるのが特徴の 1つです。 
 その理由は、商工会議所という団体の一員として

加入するため、一種の団体割引となるからです。 

 保険期間は1年で自動更新、役員・従業員の福利

厚生制度にご活用いただけます。 

 病気・災害による死亡から事故による入院まで、

業務上・業務外を問わず24時間保障されます。 

 医師による診査は不要です。(告知のみでお申込

みいただけます。) 

法人が役員・従業員のために負担した掛金は、全

額損金に算入できます。 

 

 

 

 

 

●従業員の退職金制度を準備  

特定退職金共済制度 
 
 
 退職金制度の確立は、従業員の大きな関心事であ

り、その内容の充実は従業員の定着を図り、企業に

とっても重要な施策のひとつと考えられます。 

本制度を採用することにより、安定した退職金制

度が容易に確立できます。 

事業主が負担する掛金は、全額損金または必要経

費に計上できます。 

また、法律で定められた退職金支払のための保全

措置が講ぜられます。 

 中小企業退職金共済制度との重複加入も認めら

れます。 

 ただし、他の特定退職金制度との重複加入はでき

ませんので、ご注意下さい。 

 加入資格は満15歳以上、70歳未満の従業員とな

ります。 

 基本掛金は従業員1人につき月額1口(1,000円)

からでき、最高30口(30,000円)までご加入できま

す。
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労働保険とは、労災保険と雇用保険の総称で、労働者の生活の安定、福祉の増進等を図ることを

目的に、国が直接管理運営している保険です。農林水産業の一部を除き、労働者を一人でも雇用す

る事業については、法人・個人を問わず加入が義務づけられております。 

厚生労働省では、「未手続事業の一掃」を年間を通じた主要課題と位置付けたうえで、１１月を

「労働保険適用促進強化期間」とし、集中的に広報活動を展開し、労働保険制度のより一層の理解、

周知を図ることとしております。 

労働者が安心して働ける職場となるよう、まだ労働保険に加入していない事業主の方は、速やか

に最寄りの労働基準監督署または公共職業安定所(ハローワーク)でご相談をして下さい。 

問い合わせ先：厚生労働省北海道労働局総務部労働保険徴収課 ℡ 011-709-2311 

または最寄りの労働基準監督署･公共職業安定所 

ｙ 
                                  

                                   

                                   

                                   

「必ずチェック 最低賃金！使用者も労働者も」 

北 海 道 最 低 賃 金 
北海道内で事業を営む使用者及びその事業場で

働くすべての労働者(臨時、パートタイマー、アル
バイト等を含む)に適用される北海道最低賃金(地
域別)が次の通り改定されます。 

 
 

最低賃金額 時間額       円 
 
効力発生年月日  平成   年   月   日 
 

厚生労働省 北海道労働局 
      労働基準監督署(支署) 
 

旭川支社 〒070-0043 旭川市常盤通1丁目2500 道北経済ｾﾝﾀｰﾋﾞﾙ ℡0166-23-7986 

 

 

平成２４年度商工会議所月例ゴルフコンペが終了しま

した。各月とも沢山の参加を戴き無事終了することが出

来ました。来年も沢山の参加を宜しくお願いします。 

年間成績は以下の通りです。 

月 参加者 優勝 準優勝 ３位

５月 13 獺越　久男 竹内　利行 薮中　重和

６月 16 岡崎　　望 寺島　勝之 竹内　利行

７月 11 坂本　和彦 橘　　清光 坂下　光春

８月 8 木賀　義晴 駒津　喜一 竹内　利行

９月 8 寺島　勝之 竹内　利行 薮中　重和

10月 9 寺島　勝之 橘　　清光 堀江　和史
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検定試験 級 受付期間

第71回
販売士検定試験

3級
12/20(木)～
1/28(月)

第133回
簿記検定試験

2～4級
1/8(火)～
1/25(金)

社会保険事務相談所開設のお知らせ

0166-72-5004予約専用電話

■　□　■　完全予約制　■　□　■

時　間月　日

２月　６日（水）

　　   10：30～16：00

　　   10：30～16：00　１２月１１日（火）

検定試験のお知らせ

施行日

2月24日(日)

１月　９日（火）

　　   10：30～16：00

2月20日(水)

 

 第 1 部 税務研修会 
テーマ ： 「脱 税 百 態」 
講 師 ： 名寄税務署長  小林 優 氏 

第 2 部 生活お役立ちセミナー 
テーマ ： 「あの“かたづけ士”が伝授！ 

         たった 1 分で会社が変わる！片づけの習慣！」 
講 師 ： スッキリ・ラボ代表 
         かたづけ士 小松 易 氏 

 
 
 

年末資金の融資をご検討の方は是非お越し下さい。 
 
【日  時】平成２４年１１月２６日(月) 

午前１１時～午後４時まで 

【会  場】名寄商工会館 ３階 

【相談内容】運転資金・設備資金 

      ※詳細はお問い合わせ下さい。 

【必要書類】①申込書 

      ②決算報告書(２期分) 

【申込締切】平成２４年１１月１６日(金) 

 
 
 

《普 通 貸 付》 
●融 資 金 額 4,800万円以内 
●返 済 期 間 運転 5年以内(据置1年以内) 
        設備10年以内(据置2年以内) 
●利     率 2.05％～(H24.10.15現在) 
●担保保証人 お客様のご希望に応じてご相談 
 

《マル経貸付》 
●融 資 金 額 1,500万円以内 
●返 済 期 間 運転 7年以内(据置1年以内) 
          設備10年以内(据置2年以内) 
●利     率 1.75％～(H24.10.15現在) 
●担保保証人 不要 

 

ベストウイズクラブでは「福祉制度キャンペー
ン」を１０月１日より１１月３０日まで実施していま
す。本キャンペーンは『商工会議所福祉制度』を会
員の皆様にご理解いただき、会員事業所の福祉
向上にお役立ていただくことを主な目的としていま
す。 
 商工会議所職員とアクサ生命保険株式会社の
担当社員がお伺いした際には、是非ご協力いただ
きますようお願い申しあげます。 

 

簿記検定料 2級 4,500円 4級 1,600円

3級 2,500円

販売士検定料 3級 4,000円

時間

道北法律事務所 13:00～17:00

道北法律事務所 13:00～17:00

木村雅一法律特許事務所 13:00～17:00

　無料法律相談のお知らせ　

　12月19日(水)

月　日

■ □ ■　完全予約制(各予約電話番号)　■ □ ■

2月20日(水)

1月16日(水)

連絡先　

木村雅一法律特許事務所

道北法律事務所 01654-8-7080

01652-9-7200




